
宮川の高潮対策に係る住民説明会 

  日時：令和元年６月１６日（日）  

１８：３０～２０：３０ 

場所：西蔵集会所 

１ 説明事項（兵庫県・芦屋市） 

  （１）宮川の護岸対策（浜打出橋より北側の護岸工事等） 

  （２）今後の防災対策（土のう配布等） 

２ 質疑応答 

３ 閉 会 
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宮川の護岸対策 資料１

１．大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会 尼崎西宮芦屋港部会のとりまとめ結果について

＜経緯＞

○台風第21号では過去最高潮位を記録した潮位や暴風による高波等により、尼崎西宮

芦屋港沿岸等で浸水被害が発生したことから、被害状況の把握、高潮・高波の発生

メカニズムの検証による被災原因究明及び避難支援対策等の検証を行い、ハード・

ソフト面での高潮対策を見直す必要がある。

○このため、国土交通省や関係自治体等とも連携し「大阪湾港湾等における高潮対策

検討委員会」の下に、学識経験者や専門機関などからなる本部会を設置し、浸水原

因の究明や今後の高潮対策について検討を行った。

＜今後の高潮対策＞

尼崎西宮芦屋港部会 開催日 議事内容

第１回 平成30年10月11日
・大阪湾港湾等における高潮対策検討
委員会（尼崎西宮芦屋港部会）の設
置について

・台風第２１号の気象・海象の状況に
ついて

・被害の状況について
・今後の検討内容について

第２回 平成30年12月26日
・潮位・高波再現シミュレーションに
ついて

・高潮対策案の検討について
・避難情報、水防体制等の検討につい
て

・高潮浸水想定の検討について

第３回 平成31年２月15日
・避難情報、水防体制等の検討につい
て

・高潮浸水想定の検討について
・尼崎西宮芦屋港部会のとりまとめ
（案）について

大阪湾港湾等における高潮対策検討委員会＜近畿地方整備局＞ （４回開催）

神戸港
部会

尼崎西宮芦屋港
部会（３回開催）

大阪港
部会

堺泉北港
部会

尼崎西宮芦屋港沿岸における堤内地の浸水範囲（約264ｈａ）

今後、港湾・海岸・河川管理者等が取り組むべき高潮対策

ハード
対策

浸水地区
（堤内地）

台風第21号と同様の高潮・高波が発生しても浸水させない再度災害防
止対策
（防潮堤・堤防の新設・嵩上げ、内水対策※等） ※内水管理者で実施

浸水地区以
外（堤内地）

高波条件等の見直しや防潮堤の沈下状況等を踏まえ必要となる対策
（防潮堤・堤防の嵩上げ等）

ソフト
対策

避難行動に
つながる情
報発信の充
実・強化

①気象庁等と連携した早めの情報提供・共有体制の構築
②高潮危険度予測システム（仮称）の開発・運用
③想定し得る最大規模の高潮に対する高潮ハザードマップの整備
④潮位計整備等による観測体制の強化

堤外地対策 ①尼崎西宮芦屋港フェーズ別高潮・暴風対応計画の作成
②尼崎西宮芦屋港港湾ＢＣＰへの高潮対策の反映
③尼崎西宮芦屋港での取り組みを踏まえたその他の港湾への展開

①台風第21号で浸水した地区（堤内地）は緊急対策として2021年度までの３箇年で再度災害
防止対策に取り組むとともに、今回、浸水被害のなかった海岸・河川においても高波条件
等の見直しを行ったうえで、計画的に対策に取り組む。
［2019年度に「兵庫県高潮対策10箇年計画(仮称)」を策定］

②対策後も、施設の沈下状況や劣化状況等について定期的に把握し、適切な維持管理を行
う。

③施設では防ぎきれないような高潮・高波に備えるために、ハード対策に併せて、避難・水
防活動につながる情報発信の強化などソフト対策に取り組む。

④堤外地については、港湾利用上、防潮堤よりも海側にあり、高潮・高波のリスクが高いこ
とから港湾利用者の被害を軽減できるよう事前防災体制を整える。
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橋面から溢水した橋梁

浸水範囲は台風通過後の現地写真や関係者への聞き取り結果をもとに芦屋市で作成

【浸水実績】 【対策方針】

【浸水原因】

［越流による浸水］
・一部堤防及び橋梁部等からの溢水
・溢水が発生した時間帯は、潮位が高くなる一方で、河川流量
が減少していることから、浸水原因は高潮及び高波であること
を確認

浸水範囲 約10ha

浸水深 30cm
(最大値）

・堤防高が不足する区間において、堤防の嵩上げを基本に実施
・橋面高が不足する橋梁について、高欄をコンクリート等の壁構造にすることを基本に検討

台風第２１号の再現水位 河川計画堤防高のイメージ

▽天文潮位
T.P.+0.5m

最大再現水位 T.P.+3.7m

▽朔望平均満潮位
T.P.+0.9m

河川の計画堤防高 T.P.+4.1m

偏差 2.7m
偏差 2.7m

▽設計高潮位
T.P.+3.6m1/2波高等

▽河口潮位
T.P.+3.2m

高波による必要高等
0.5m

波高

水位縦断図

代表断面 計画堤防高
T.P.+4.1m

計画高潮位T.P.+3.6m

※再現水位：河川水位+1/2波高

FLOW

【設計条件】
①設計高潮位 Ｔ．Ｐ．＋３．６ｍ（朔望平均満潮位 T.P.+0.9m ＋台風第21号での偏差 2.7m）
②波高 設計高潮位時に台風第21号と同様の沖波が生じた場合の河川内での波高（換算沖波）

と台風第21号を踏まえ見直した50年確率波（沖波）が生じた場合の河川内での波高
（換算沖波）を比べ高い方を採用

宮川の護岸対策

- 2 -



宮川

【平面図】

浜打出橋 川原橋 西蔵橋下宮川橋汐凪橋

対策範囲 延長約560ｍ

その１工事(今回説明分)

②工区
延長 約100m

①工区
延長 約140m

43

3

北

その２、その３工事
延長 約320m

延 長：約240m

工 期：令和元年5月21日～令和2年1月31日

工事内容：擁壁工 約100m
嵩上げ擁壁（護岸部）約140m
橋梁部嵩上げ工 3橋
仮設土のう設置工 1式

：その１工事(今回説明分)

：その２工事、その３工事(次回説明分)

＜凡例＞
海技大学校

２．対策内容について

宮川の護岸対策

○その１工事

延 長：約320m

工 期：令和元年秋から工事着手予定

工事内容：擁壁工 約320m

○その２、その３工事
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【対策断面（その１工事）】

嵩上げ高：約0.2～0.5m 嵩上げ高：約0.2～0.6m

【自己流HWL区間】

路面からの高さ： 0.2～0.5m 路面からの高さ： 0.2～0.6m

左岸（東） 右岸（西）

嵩上げ高：約0.6～0.7m
路面からの高さ： 0.6～1.0m 路面からの高さ： 0.6～0.9m

嵩上げ高：約0.5～0.7m

①工区（国道43号付近～川原橋付近）

擁壁構造等の詳細は現在設計中のため、今後変更となる可能性があります。

②工区（川原橋付近～浜打出橋）

宮川の護岸対策

左岸（東） 右岸（西）
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【対策断面（その１工事）】

浜打出橋

擁壁構造等の詳細は現在設計中のため、今後変更となる可能性があります。

下宮川橋

川 原 橋

宮川の護岸対策

嵩上げ高：約0.5m

嵩上げ高：約0.4m

嵩上げ高：約0.2m

嵩上げ高：約0.5m

嵩上げ高：約0.4m

嵩上げ高：約0.2m
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嵩上げ高：約0.7～0.8m 嵩上げ高：約0.7～0.8m

【対策断面（その２工事、その３工事）】

浜打出橋～下宮川橋付近

路面からの高さ： 1.1～1.4m路面からの高さ：1.2～1.4m

擁壁構造等の詳細は現在設計中のため、今後変更となる可能性があります。

宮川の護岸対策

左岸（東） 右岸（西）
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嵩上げ高：約0.6m

下宮川橋～汐凪橋付近（南側）

下宮川橋～汐凪橋付近（北側）

嵩上げ高：約0.6m

嵩上げ高：約0.6m

路面からの高さ： 1.9～2.0m
路面からの高さ： 1.7～2.0m

路面からの高さ： 1.4～1.7m
路面からの高さ： 1.2～1.9m

擁壁構造等の詳細は現在設計中のため、今後変更となる可能性があります。

【対策断面（その２工事、その３工事）】

宮川の護岸対策

嵩上げ高：約0.6m

左岸（東） 右岸（西）

左岸（東） 右岸（西）
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①工区（国道43号付近～川原橋付近）

【嵩上げのイメージ（その１工事）】

現 状

宮川

宮川

高さ：約0.2～0.6m

西蔵橋

西蔵橋

宮川の護岸対策

整備後
イメージ
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②工区（川原橋付近～浜打出橋）

現 状

宮川

宮川

高さ：約0.5m～0.7m

【嵩上げのイメージ（その１工事）】

宮川の護岸対策

整備後
イメージ
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現 状

整備後
イメージ

宮川

宮川

高さ：約0.6m～0.7m

②工区（川原橋付近～浜打出橋）

【嵩上げのイメージ（その１工事）】

宮川の護岸対策
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・施工区間は基本的に通行止めとなるため、迂回をお願いします。

左岸側右岸側

北

宮
川

宮
川

工事看板

工事看板

道路

※駐車場等への出入りの際は
交通誘導員が誘導します

施工箇所

北

施工箇所

車道歩道 歩道

〇その１工事（国道43号付近～浜打出橋間、下宮川橋）の施工にあたっては、部分的に交通規制を行います。交通規制の際は、交通誘導員を配置し、
安全確保に努めますのでご協力をお願いします。
〇その２工事、その３工事の施工にかかる交通規制については、次回の住民説明会にて説明します。

(横断歩道)

(横断歩道)

・施工区間の歩道は通行止めとなるため、歩行者等は迂回をお願いします。

３．工事中の交通規制について（その１工事）について

宮川の護岸対策

交通誘導員

交通誘導員
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・ ①工区（国道43号付近～川原橋付近）と橋梁部の嵩上げ工事は、6～10月に行います。
・②工区（川原橋付近～浜打出橋）は、11月～令和2年1月末までに行います。
・その２工事とその３工事（浜打出橋～汐凪橋付近）は、11月以降に行いますが、工事にあたっては予め住民説明会を開催します。

【工事の体制・連絡先】

兵庫県尼崎港管理事務所
(尼崎市道意町7-21)

高潮対策推進課 担当：小崎、江崎
TEL. 06-6412-1412

池本健建設（株）
（芦屋市宮塚町17-3）

現場代理人 星山
TEL.0797-31-3203(夜間緊急時)

＜発注者＞ ＜工事(その１)施工者＞

※その２、その３工事の施工者は決定した後、改めてお知らせします。

４．今後の予定

宮川の護岸対策

国道43号付近～川原橋付近

下宮川橋等の高欄部

川原橋付近～浜打出橋

年 令和元年 令和2年 備　考

護
岸
等
の
嵩
上
げ

その１工事

その２工事
その３工事

浜打出橋～汐凪橋付近

土のう設置

住民説明会（今回：6/16）

住民説明会（秋頃）

①工区

橋梁部

②工区

出水期出水期

- 12 -



急激な潮位上昇に合わせた避難発令が行えなかった。課 題

１ 高潮に対する避難発令について

対 応
高潮被害の発生が予想される場合において，以下の基準
に基づき，避難発令を行う。

発 令 内 容 発 令 基 準

避難準備・
高齢者等避難開始

高潮警報が発表された場合

避難勧告
潮位がピークを迎える２～３時間前
※３ｍ以上の潮位が予想される場合

避難指示（緊急）
南芦屋浜の南護岸ベランダ部が浸水し，更
なる上昇が見込まれる場合
堤防から溢水する可能性が高まった場合

災害発生情報 災害が発生していることを把握した場合

資料２-１
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対 応

２ 土のう配布・車両一時避難について

土のうを市下水処理場（若葉町）にて配布します。

・個数は，15袋程度でお願いします。
・高齢者等の運搬が困難な方は，ご相談ください。
・配布後の土のうは，各自で保存・処分をお願いしますが，
困難な方々へ返却場所を設けます。

宮川小学校にて車両の一時退避場所を確保します。

【台風による高潮被害が予想される場合に実施】
【実施する場合は，ビラとホームページにて周知】
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３ 今後の市の対応について

課題 対応

避難発令 海岸及び河川の現場
の状況が遅れた。

キャナルパーク，宮川，南芦屋浜南護岸及び
東護岸，に水面監視用として，監視カメラを
設置する。

【令和元年７月末】

パトロールを行う職員にスマートフォンを
携帯させ，現地の状況報告をリアルタイム
で行う。

【令和元年５月末 実施済】

冠水対策 降雨時において，ス
ムーズな排水を確保
する

台風などの豪雨が予想される時には，事前
に雨水桝や側溝などの雨水排水施設の点検
を実施。

停電発生時の対
応

停電に伴う対応が遅
れた。

様々な媒体での情報提供
（広報掲示板，広報車，さくらFM，自主防災会等）

クールスポット及び充電スポットの設置
（集会所等の市の施設）

集合住宅等の断水対応として，給水スポット
を設置 （各小学校，芦屋市総合公園等）

【停電が発生した時に実施】
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課題 対応

防災行政無線 避難発令時等におけ
る防災行政無線の内
容が聞き取りにくい。

防災行政無線子局の増設及びスピーカー
の改良等を実施する。

【令和２年３月末迄に実施予定】

地域防災力の向上 迅速な避難行動をと
る為の，自助及び共
助の仕組みの構築

災害時の被害を軽減できるよう，自治会
等と連携し，地区防災計画の策定を含む
地域の防災活動を推進する。

今後の市の対応について
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４ 防災情報の入手について

自動応答電話

災害時の緊急情報等，芦屋市の防災・減災
に関するさまざまな情報を発信しています。

災害発生時には，テロップで緊急情報をお知らせします。
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１．水防法に基づく浸水想定区域図について
防潮堤・堤防等の施設では防ぐことができないような高潮や洪水が発生した際の、危機管理・警戒避難体制の

充実を図るため、平成27年５月に水防法の一部が改正され、想定し得る最大規模の「高潮浸水想定区域図」や
「洪水浸水想定区域図」等を作成・公表することとなりました。
県では、これまでに第二室戸台風規模の台風による高潮浸水予測区域図(平成19年公表)※や、宮川等の計画規

模の降雨による浸水想定区域図(平成17年度公表) を作成・公表していました。
今回、改正水防法(H27.5)に基づき２つの想定最大浸水想定区域図の作成作業を進めており、今夏頃を目処に

公表する予定です。

水防法に基づく高潮・洪水浸水想定区域図

２．浸水想定区域図公表後の取り組み
新たな浸水想定区域図に基づき、高潮や洪水のハザードマップの作成など危機管理・警戒避難体制の充実・

強化などのソフト対策に県・市共同で取り組みます。
なお、今回の護岸嵩上げ対策（ハード対策）は、平成30年台風21号と同様の高潮・高波に対して浸水被害を発

生させないことを目的としており、想定最大規模の高潮や洪水を防ぐ対策を行うものではありません。

［これまでの各区域図（H17,19公表）と想定最大規模の各区域図（今夏公表予定）での想定条件の主な違い］

資料２-２

※法令には基づかない図で任意で作成

高 潮 高潮浸水予測区域図（H19公表） 改正水防法に基づく高潮浸水想定区域図（今夏公表予定）

想定台風の中心気圧 920ha～966ｈａ
（第二室戸台風規模が実績に応じ減衰）

910ha
（室戸台風規模の上陸時最低気圧が減衰せずに一定で通過）

移動速度 22km/ｈ～113km/ｈ
（第二室戸台風規模が実績に応じ減衰）

73km/h
（伊勢湾台風規模の速度が減衰せずに一定で通過）

台風経路 第二室戸台風を西に１°移動
（第二室戸台風を平行移動した最悪ｺｰｽ）

想定できるあらゆる経路のうち、最悪となるｺｰｽ

高波の影響 未考慮 考慮

洪 水 浸水想定区域図（H17公表） 改正水防法に基づく洪水浸水想定区域図（今夏公表予定）

降雨規模 計画規模（宮川：320mm/12hr） 想定最大規模（宮川：817mm/12hr）

潮位条件 朔望平均満潮位一定（T.P.+0.90m） 潮位ピークが計画高潮位(T.P.+3.60m)となる想定
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